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              今年度 1年間、大変お世話になりました。今年度の養護教諭会の活動を振り返ります。 

 

 

                   

今年度も年 3回理事会を開催しました。今年度は、調査研究を

各支部で円滑に進めていただくために、理事会でシミュレーショ

ンを取り入れてみました。理事さんには、各支部での復伝等、大

変ご苦労をおかけしました。1年間大変お世話になりました。 

 

① 養護教諭研修会の企画運営 

  ３回の研修会を企画運営しました。第１回研修会「ヒヤリハッと」の情報交換では、記録シートの

作成や情報交換の進め方の検討などを行いました。また、「ヒヤリ

ハッと」で検討した事例をまとめ、第３回研修会・第３回理事会で

報告をしました。第２回・第３回研修会を通して、「元気と勇気を

もらった」という感想がたくさんあり、嬉しく思いました。 

 

② 調査研究事業「実践研究の進め方・まとめ方」の推進 

  ２年目の今年度は、共通実践事例を使った事例検討を全支部で行いました。実践事例検討を行う目

的を明確にし、どの様に進めていくか、記録シートの内容等の検討をしました。そして、検討後の気

づきを参考に、みんなが活用しやすい「シート」の作成を行いました。調査研究事業に、全会員が関

わり学び合ったことが、提出された記録から伝わってきました。本当にありがとうございました。 

 

③「養護教諭に関する調査」の集計考察 

  今年度は調査項目を精選し、調査票はメール 

での提出としました。大変スムーズに集計を行 

うことができました。ご協力、ありがとうござ 

いました。           

 

1年間、大変 

お世話になりました。 

 

研修委員を終えて思うこと・・・ 

  １年間研修委員として、研修会の内容、調査

研究事業などみんなと話し合うことで、自分た

ちの職務について改めて見直すことができた 

 ように思います。 

  また、いろいろな地域、校種、年齢の違った

仲間ができ、たくさんの情報が得られます。 

是非、みなさんも参加してみてくださいね。 

        淳美小学校  志賀 美由紀 

 



山口県養護教諭会 HP「なつみかん」 

 どんどんグレードアップし、進化しています。 

 みなさんが活用してくださることで、ますます充実したもの 

になっていきます。 

 お得情報も満載なので、定期的に開いてみて

くださいね♪ 

 今年度の４名の編集委員さん、大変お世話に

なりました。来年度は、２名の編集委員さんが

交代します。 

 興味がある方は、編集にも積極的に参加して

もらえるとうれしいです♪ 

 みんなでつくる HP にできたらいいな♪と                  

思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国養護教諭連絡協議会 第 18回 研究協議会 

日 時 ： 平成２５年２月２２日（金） 

場 所 ： メルパルクホール東京 

内 容 ： （１）特別講演「日本人の忘れもの－寅さんに学ぶ－」 

        静岡理工科大学教授、ノースカロライナ州立大学併任教授 志村 史夫 

（２）基調講演「健康教育の推進と養護教諭の役割」 

   文部科学省スポーツ･青少年局学校健康教育課 

健康教育企画室健康教育調査官              岩崎 信子 

（３）フォーラム「東日本大震災に学ぶ 養護教諭の専門性と役割とは」 

   コーディネーター 

    名古屋学芸大学大学院子どもケア研究科兼 

    名古屋学芸大学ヒューマンケア学部子どもケア学科教授  采女智津江  

        シンポジスト 

          岩手県下閉伊郡山田町立織笠小学校 養護教諭 村上 貴美子 

          仙 台 市 立 高 砂 中 学 校 養護教諭 伊藤 香 奈 

          宮 城 県 石 巻 高 等 学 校 養護教諭 千葉 久美子 

 

 



【 復 伝 】 

特別講演は、「アインシュタイン」「夏目漱石」「フーテンの寅さん」の熱狂的なファ

ンを自認しておられる先生が、日本人が忘れてしまったもの、失いつつあるものを憂

いながら、これからの日本はどうあるべきかを熱く語られたとても素晴らしい講演で

した。私も、いつも「お天道様」と「閻魔さま」への畏敬の念を忘れずに日々礼節を弁えて生活してい

きたいと思いました。 

基調講演では、岩崎 信子文科省健康教育調査官が保健管理、特に健康観察の活用方法と保健教育の

進め方について話されました。特に保健教育は、実践を通して学ばせ、終末の時間を取ること、自己決

定させることの大切さを強調されました。また、保健室経営については、学校経営の視点に立って取り

組んでいくことの必要性を言われました。 

 シンポジウムでは、「東日本大震災に学ぶ」というテーマで、3 人の先生方の貴重なご発表をお聞き

しました。避難所になった学校、ならなかった学校、それぞれの学校での養護教諭の役割等について大

変参考になりました。実際に自分だったらどう行動するかなと考えると、そのような的確な対応が果た

してできるかどうか･･･と不安になりました。すべては、普段の備え（心構えの面においても）にかか

っていると思いました。 

シンポジストの先生が一番心がけられたという「キーワード」は、 

・ 共に生きる（子ども 同僚 地域の方々と） 

・ 同僚を支える養護教諭（子どもの心のケアのために） 

・ 共に歩む                    でした。 

 スーパーバイザーとして養護教諭の視点から、コーディネータ的な関わりができ、物資が不足する中

で、いかに人的財産を活用できるか、養護教諭の力量が問われるところであり、そのためには、養護教

諭である前に、安定したひとりの大人であることが大切なのだなということがわかりました。 

 いざ、という時に備えて、自分のこころ磨きをしていかなければ…と思いました。 

 

ごあいさつ 

２年間の任期を終えるに当たり、この紙面をお借りして一言お礼 

を申し上げます。会員の皆様には、会の運営に対し、温かいご支援・ 

 ご協力をいただき、本当にありがとうございました。 

昨年度は養護教諭職制７０周年、本会設立６０周年という節目の

年を迎え、２３年ぶりに沿革史「あゆみ」第２版を発刊することが

できました。また、今年度の研究集録「のぞみ」第５５集にも掲載しておりますが、過去の研究内容を振り返るなか

で、先輩諸姉の「のぞみ」発刊に込められた願い、思いを感じ、胸が熱くなりました。たくさんの人の手でこの『山

口県養護教諭会』が守られ、発展していることを改めて感じることができました。 

そして、たくさんの出会いの中で、「養護教諭っていいなぁ」と感じた２年間でもありました。 

  この貴重な経験をもとに、これからも一会員として、少しでもお役に立てるようにと思っています。 

支えてくださったすべての方々に感謝申し上げます。ありがとうございました。    


